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令和４年度山形県生活習慣病検診等管理指導協議会 

肺がん部会議事録 

 

日時：令和５年３月６日(月) 15:30～ 

場所：オンライン開催(zoom) 

 

≪ 次 第 ≫ 

１ 開 会（進行：県がん対策・健康長寿日本一推進課 前田課長補佐） 

２ あいさつ（県健康福祉部 阿彦医療統括監） 

３ 協 議 

（１）令和３年度肺がん検診及び結核検診の実施状況について 

（２）令和３年度呼吸器検診（肺がん検診・結核検診）発見肺がん症例の患者調査票確認結果について 

（３）令和４年度がん検診精度管理調査結果について 

（４）山形県健康診査実施要領の改正について 

（５）その他 

 

（１）令和３年度肺がん検診及び結核検診の実施状況について 

事務局説明概要 

▶資料 1 

・受診者増加。受診率は、全ての年代で回復傾向。精検受診率は、85.1％（前年比-0.7） 

▶資料 2 

・住民検診の市町村別、精密検査受診率許容値（70％）以下の市町村は、西川町、最上町、戸沢村。 

・最上地域の要精検率 3.6％、特に金山町が高く 4.6％（許容値 3.0％） 

・住民検診（40歳以上）の陽性反応適中度 1.91、がん発見率 0.04 と大きな変化なし 

・職域検診の県内 6検診機関の肺がんエックス線検査受診者、増加。精検受診率 75%（前年比-2.7） 

・職域検診（40歳以上）の要精検率 1.0、陽性反応適中度 1.94、がん発見率 0.02 

▶資料３ 

・結核健診は村山地域 7市町で実施。5名のがん確診者があった。 

・受診率は、最上地域、庄内地域が高い傾向。精検受診率は、最上地域、置賜地域、庄内地域では高くなりまし

たが、全体では低下。 

 

井上議長 

ただいまのご報告につきまして質問・意見ございますでしょうか。受診者数が減少していることに関しては人口

自体が減少している影響もありますよね。資料２をみると肺がん検診対象者数 351,671 人、前年が 355,000 人な

ので対象者が 3,500人くらい減少しているんですよね。その影響もあるでしょうか。 

 

事務局 

はい。対象者は減少しています。また職域検診に対象者が流れたというところもあるかもしれません。 

 

井上議長 

それは働いている若い人が増えているということなのでしょうか。相対的に。 

 

事務局 

いろんな要素があるので一概には言えませんが、先生が仰ったように人口が減少していること、就労している人

（職域健診を受診）が増えると住民検診の対象者が減少することなどがあるのかもしれません。 
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井上議長 

精検受診率が、年々下がっているように見えるのが気になったのですが、これは何か原因があるのでしょうか。 

 

事務局 

 精検受診率が低下した幾つかの市町村に聞いてみたところ、受診勧奨はしているが、なかなか成果がみられな

いとのことです。昨年に引き続き新型コロナ感染の影響で受診控えが影響していると思います。 

 

井上議長 

私たちの肌感覚としても、受診していなくてという方がちらほらいるので、受診控えというのがまだ多少あるので

しょうかね。 

 

事務局 

 そのあたりは市町村と連携をとり対策をとっていきたいところです。 

 

井上議長 

県としての啓発活動は何かあるのでしょうか。 

 

事務局 

市町村の受診勧奨の取り組みに対する支援等を行っています。委員の皆様から啓発活動についてのご提案

などございましたら頂戴できればと思います。 

 

井上議長 

 以前、市民公開講座のようなものを実施したことがありますが、県で実施したりはしないのですか。例えば肺がん

の早期発見とか、治療に対する啓発活動のようなものがあるといいのかなと思ったりもしました。人も集まれるよう

になってきたので。今後の長期的な展望としてご検討いただければと思います。 

 

事務局 

 はい。 

 

井上議長 

他、何かありますでしょうか。 

（意見なし） 

 

（２）令和３年度呼吸器検診（肺がん検診・結核検診）発見肺がん症例の患者調査票確認結果について 

事務局説明概要 

▶資料４ 

・令和 3 年度の住民検診で肺がんまたは肺がん疑いの症例 178 例の追跡調査の結果、早期がんの割合 66.3%

（前年度 48.1％） 

・昨年度から市町村に臨床病期や治療の有無等結果を提供できるようにした。 

 

井上議長 

 ただいまのご報告につきまして質問・ご意見はありますでしょうか。令和２年度と比較して早期発見率はかなり改

善していますけども、この前はどうだったでしょうか。 

 

事務局 

 令和元年度は手元に数字はございません。 

 

井上議長 

 この年はコロナの年なので、早期発見率が低下したのは受診控えがあったのかと思ったのですけど、V 字回復
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しているのか、今年だけ上がったのか、この辺が気になるところなので後で教えてください。 

 

事務局 

 わかりました。後でご連絡いたします。  

 

井上議長 

 他、何かございますでしょうか。 

（意見なし） 

 

井上議長 

 先ほど私が質問した早期がんの発見率について調べてみたところ、令和元年度の早期がんの発見率は 60.7%

でしたので、やはりＶ字回復しているんですね。おそらくコロナの時は低下して、今年度改善しているということは

受診控えがあったのかもしれませんね。是非そういうのを知らせていただけると、検診を受けるひとつの動機付け

にはなると思います。大事な問題だと思いますね。 

 

（３）令和４年度がん検診精度管理調査結果について  

事務局説明概要 

▶資料５ 

・市町村チェックリスト結果、4市町村で評価を上げている。 

・西川町に文書で改善指導を実施。改善の見とおし。 

・住民検診を行っている検診機関の評価は全てＡ評価。 

・県の精度管理評価については、国立がん研究センターから公表されしだい資料を送付。 

 

井上議長 

 ただいまのご報告につきまして質問・ご意見はありますでしょうか。西川町の指摘については、医療資源の問題

とかいろいろあるかもしれませんが、実行可能な改善策であるのでしょうか。 

 

事務局 

 はい。機器の故障が原因でしたが修繕されたそうです。 

 

井上議長 

 他、何かございますでしょうか。 

（意見なし） 

 

（４）山形県健康診査実施要領の改正について  

事務局説明概要 

▶資料６ 

・これまでの検討と 1月の検診機関及び市町村からの意見を踏まえて、回報書及び成績表の見直し案を提案。 

・前回意見のあった、提出期限の目安を記載。 

 

井上議長 

 ただいまのご報告につきまして質問・ご意見はありますでしょうか。国で精査に伴う合併症について統計をとると

いうことで、こういう形に変更になったということですよね。 

 

事務局 

はいそうです。 

 

井上議長 

期日と記載する内容の変更がありますので、こういった形に改めていくということで、実施はいつからでしょうか。 
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事務局 

 令和６年度のがん検診からです。 

 

井上議長 

 来月からの一年はまだそのままですね。 

 

事務局 

改正通知は協議会が通った時点で行います。令和５年度は検診機関や市町村でシステム等の改修にあてて

いただきまして、令和６年度の検診から新しい回報書を使用して検診を行う予定です。  

 

井上議長 

 何かご意見ありますでしょうか。 

（意見なし） 

 

（５） その他  

 特になし 

以上 

 

 


